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もはや他人ごとではありません！
わかりやすい解説で読み解く、日本の食の「今」

・ 20 代女性の 20.7％が痩せすぎ
・ 45 歳以上の高血圧性疾患の患者は 36 万人

・ 米は主食じゃない？一人あたりの消費量は 50 年で半減
・ 食品ロスは年間 646 万トン。 一人当たり毎日茶碗一杯分

・食品添加物は819種類。あらゆる場面で使われている

・もし食糧輸入が止まったら、 卵は15日に1個、 肉は10日に1食
・日本の漁獲量はピーク時の3分の1以下に激減　

第1章　食と健康についてクライシスな12の事実

第2章　日本人の食生活についてクライシスな10の事実

第3章　食の安全についてクライシスな7つの事実

第4章　食料自給率についてクライシスな18の事実

第5章　日本の農業についてクライシスな8の事実
・農業を仕事にする人は日本の全人口の約3.5％
・農山村の太陽、 木などを利用すれば、 年間1062.9億kwh の
　電気が作れる

食事の栄養バランスが悪いせいで健康を害する人が増加し、食品添加物や
農薬汚染の問題も深刻になっている昨今。グローバル化によって、安価な食料が
輸入されるようになった半面、食生活の劣化は進行し続けています。
日本の「食」に関する現状を、豊富なデータで解説！
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